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おもな内容

○昭和54 年 篋 の財政状況‥‥ ２　ｊ

Ｏあの人この人　　　　　　 ４一一５

一一 渡辺脯勍さん　ー

○澑害刔策本部を設置　　　　 ‥- ６

０庁舎馴 を祝う……… …　　 ７

０町営住宅に単身翕世吊も… ……　８

０网長選挙は11月16日に　　　 ‥－９

０ 公民鮑だよリ　　・・　‥　　　10

楽しく汗を流して

町民学級 ’夢容体操教室

公民館の町民学校で行つでいる

美容体操教室は､  20 代から50杙ま
での主婦30人が参扠］ 楽し｡く汗を

流し ている。
指導は福島市体育指導員の永沢

エツ先生。毎週月曜日 。全六回の

コースで，ふだん便わない筋肉を

柔軟体操やリズムダンスでほぐ す。

ぴっしり２胯間 バ干をかいたあ

とは気分そう怏。体も心も･¥くな

リ 。菱容に ，健康に 。ストレス解

消にと 一石愕鳥も｡，



こう使われた

町の財政状況

歳
　
入

民　 生　 費

一璽度心身障害者医療給付………………………362 万円

・老人家庭奉仕員………………………………… 】31万円

・民生委員糾査委託料……………………………118 万円

・老人医療費10割給付…………………………6  ､ 6万円

・季齟 育所開設…………………………………924 万円

●孔児医療給付………………………………--……103 万円

・老人ホーム組合鳬担金…………………………184 万円

・児童手当交付金………………………………2.  7万円

・特別費謾老人ホーム（伊達）寄付金………… 】70万円

衛　 生　 費

’成人病検診委託事豪……………………………185 万円

公゚立藤田病隍扣合負担金…………………… れ 0 万円

｀伊建 ’桑折 ’国見三町火葬場協議会負担金…155 万円

’循環器検診委託事業……………………………363 万円

・伊達地 方衛生処理縫 合負担金………………3.735 万円

総　 務　 費

・印刷機購入（１台）……………………………175 万円

・公用皐購入（２台）……………………………300 万円

・交通安全施策（街灯、カープミラーなど）･･･139万円

・貝田簡易水遭水源工事関連費……………… 】.844万円

・選挙執行経費（県峨会、衆議院、町議会）…434 万円

わ
た
し
た
ち
が
納
め
た
税
金
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、
ど
ん
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

昭
和
五
十
四
年
度
の
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
の
決
算
が
九
月
定
例
町
旗
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

五
十
四
年
度
は
災
害
復
旧
贄
が
歳
出
の
一
位
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
宮
城
県
沖
地
震
に
よ
る
役

場
庁
舎
建
設
に
か
か
っ
た
も
の
で
す
。
ま
た

、
二
位
の
農
林
水
産
業
贄
で
は
、
大
規
模
乾
燥
施
設
（
ラ
イ

ス
セ
ン
タ
ー
）
の
補
助
金
が
あ
り
ま
す
。

一
方
歳
入
に
お
い
て
は
相
変
わ
ら
ず
地
方
交
付
税
な
ど
国
や
県
か
ら
の
依
存
財
源
が
大
部
分

を
占
め
て

お
り
、
町
税
な
ど
の
自
主
財
源
は
二
二
・
二
％

に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

今
月
は
。
昭
和
五
十
四
年
度
の
町
の
財
政
状
況
と

、
一
般
会
計
の
使
い
み
ち
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。



18億円は

昭和54 年度

歳
　
出

鳥

取

林

遭

役

場

庁

舎

驛
田
保
育
所
の
よ
い
子
た
ち

土　木　 費

’■f道 補 修 資 材 (  砂 利 砕 石 ． ヒ.･ 一 厶 簔 等･3  ﾘ  月

’北 糾 鳩 謫 改 良 … … … … … … … ……2,8867j11 ］

り|| 内 元 々内 線　 ・ ‥‥‥‥‥ ‥‥ ‥ ‥ ｜.035 万円

゜小 坂 北 ●】’廛楾　 ・ … … … … … … … … … ……830 万川

ペ ノ 山 駒 鵈 ← … … … … … … ……1.6 】7 わ ･  円

・南 古 舘 維　　　 や　 ‥･‥‥‥-･･･●･･･　 ・　･･ ・ ●　＆17 万円

・藤 田 鶉町 線　　 づ　 ‥-‥-一一･-‥　　 ‥......‥..‥7 翻 万円

’北 塚 小 鶉　 ← … … … … … … … … …375  わ ･  卩】

‘ 金 屋 前 蜩 線　　 φ　 ‥ ‥ ‥ ‥‥‥‥‥‥ ‥‥ ‥‥726jjll 】

・堤| 徇小 乂 編　　･･ ‥‥ ‥‥‥‥ ‥‥‥‥ ‥‥1.113 万 円

一団 北 小 屋 線　 り　 ‥--一一‥--‥-･--，　… … ……l.  396 万 円

･  鰐 場 前宮 前 練 道 路 舗 裟 … … … … … … … … … …376  ｶ ･  ﾄ］゙

’藤 前 端　 い … … … … … … … … … ……212 丿jlll

・ 内 谷 西 堂 前　　 タ　 ー●●●●･●●●●●･●●････●●●●●●･●●･･･833  万円

別 当　 ‥ … … … … … … … … … ……0  万 円

農 林水産業費

・ 人嗄 楔乾燥 施 設等 整備･Is業補勁ｔ ………| 哈|､341 万円

・ 農業団 体育成 補助 金‥‥‥ ‥‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥198jjllj

・ 産地戚 結野菜指 定 産地升成 補助 金 い ヽ仁7 八

ウ ス）……… …… ………… … ……… … …… 引 4 わ ･円

・へ き地 晨11 振 興特 別対策 乎業 補助 金 にj ン バ

イン、1･ ラ プター. ｓｓ ） … ……… …………675 万円

・ 水Ⅲ 再編J･1策関 連!μ裏補助 金 … …… …… ……647 万111

・i¥ 果物 価格 補償 協会出資 衾…… ……… …… …31･| 万円

・ 伊達地IJく広 域農 道整備･11裏flll!企… …… … 】. 2  万 円

・ 土地 改良‘li業長 噌l碵償還 金 鱸助 金 … …… ……853 万円

・ 伊建 内根堰 上地 改良Ix 補助 金……… ……… …161 万円

・.ら取 林逝開 設事 業･‥‥　　 … ……… ………2.3  加万円

・桑折・I国 兄町 有北 山組 合ｎ 担 金…… …… ……258 万円



(前ページからのつづき)

商　工　 費

’商工会振興費補助金………………………400 万円

’中’』`企業振典対策預託金…………………800 万円

消　防　費

’伊建地方消防組合負担金………………4  . 3万円

’消防補償等組合分担金……………………371 万円

・防火水槽フェ ンス取付工事………………147 万円

・ホ‾ス………………………………………143 万円

’防火水槽設置補助金………………………25 】万円

教　育　費

’小坂小用地眼入代…………………………603 万円

’小坂小造成工事……………………………699 万円

各゙小学枚校舎維持補SI贄…………………122 万円

’各小学校爾品購入費………………………298 万円

・大技小学校組合負担金……………………410‘万円

｀各小学12教材用備品購人費………………3 刷万円

・小、中学枚管理警備委託科………………299 万円

・県北中支柱補強工事等……………………194 万円

’県北中備品購入……………………………120 万円

・県北中教材用備品購入……………………176 万円

県゚北中要保護、準要保護生徒扱助費……178 万円

’公民館図書購入費…………………………126 万円

・二町学校給 食センター協議会負担金…1,850 万円

災害復旧費

‘ 役場庁舎工事費………………………3 億 4. 7万円

’設計監理委託科……………………………450 万円

備゙品購入費……………………………… 乢 的 5万円

あ
の
人
こ
の
人

ソフトボール公認審判員

渡 辺 勝 助 さ ん

「
十
代
か
ら
五
十
代

ま
で
の
人
達
と

の
知
り
合
い
が
増
え
て
、
町
で
会

っ
で

も
気
軽
に
あ
い
さ
つ

が
で
き
る
の
は
何

と
も
い
え

な
い
楽
し
み
で
す
ね
」
。

ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
の
公
認
書
判
員
で
あ

り
、
藤
田
地
区
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
副
会

長
を
務
め
て

い
る
渡
辺
さ
ん
は
。
ス
ポ

ー
ツ
愛
好
者
に
は
顛
な
じ
み
の
方
。

「
私
よ
り
も
年
上
で

、
ス

ポ
ー
ツ
を

や
っ
て
若
々
し
い
人

を
見

る
と
い
い
な

あ
と
思

っ
て
」
四
十
代
も
半
ば
を
過
ぎ

て
ソ
フ
ト

ポ
ー
ル
を
始

め
た
。
だ
が
、

荅
い
人

に
混
じ
っ
て

や
る
ソ
フ
ト

ボ
ー

ル
に
は
限
界
が
あ
る
が
、
こ
れ
だ
っ
た

ら
い
つ
ま
で
も
で

き
る
と
、
一
年
後
、

日
本
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
の
公
認
審
判

員
の

資
格
を
取
っ
た
。
わ
が
町
で
は
二

人
目
で
あ
る
。

折

か
ら
各
地
で
ス

ポ
ー
ツ
然
が
盛
人

に
な
り
、
あ
ら
こ

ち
で
大
会
が
催
さ
れ

た
。
今
で
こ
そ

布
判
一
筋
だ
が
、
あ
る

時
は
選
手
に
、
あ

る
吟
は
布
判
に
と
大

活
躍
。

「
審
判
員

と
い
う
の
は
自
助
啾
の
免

許
と
川
じ
で
、
央
際
に
経
験
し
て

み
な

い
と
な
か
な
か
わ
か
ら
な
い
こ

と
が
多

い
で
す
ね
。
先
輩
の
試
合

ぶ
り
を
兇
、

数
多
く
経
験
し
、
も
ま
れ
て
は
じ
め
て

本
当
の
富
判
ｎ

に
な
れ

る
と
思

い
ま
し

た
」
。

審
判
の
資
格
は
、
実
技
と
掌
科
の
試

験
が
必
要

だ
。
だ

が
、
一
年
で
抹
消
し

て
し
ま
う
の
で
毎

年
更
新
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
吏

斬
料
を
払
い
。
講

習
を
受
け
る
と
、

証
明
と
な
る
ワ
。

ベ
ン
、
ル
ー
ル
ブ

ッ
ク
が
手
渡
さ
れ

る
。審

判
μ
の
服
装

も
自
分
で
そ
ろ
え

て
い
る
。
帽
子
、

牛
そ
で
と
長
そ
で

の
シ
ャ
ツ
、
ベ
ル

特 別 会 計 決 算 額 !単位：円l

会　 計　 名 歳　　　 入 歳　　　 出 差　　 引

国民健康保険 446. 】 59. 四 4 引 664 .83 ｰ 33.494.363

貝田簡易水道 8 , 030.7 .6 .878 L375.910

育　　　 英 2 ､ 825.57 2.615. 209,674

入山 財 産区 772.692 6 貯 .0 155. 引 2

大木戸財産区 321.476 7.  0 1  .096

藤 田 財 産区 6 ､ 079.596 5 677.312 402. 4
日 向 住 宅 団 地

士 柚 ４ 腟 童 奮
58.134.424 58.132. 5 2.119

水 道 翕 業 決 算 額 {単位：円l

収 益 的

収　　 人

収 人
営　裏　収　益 ７３ ４８０ ７２１
営 業 外 収 益 】７８６ １８６

計 ７５ ２６６ ９０７

支 出
営　業　賢　用 ５３ ２７０ １６７
営 食 外 費 用 ３ ４１６ ３６７

計 ５６ ６８６ ５３４

資 ＊ 的

収　　 支

収 人

工 事 負 担 金 １ ４６２ ０００
企　 裏　 喰 ８１ ７００ ０００
国定資産甕却代金 ８１ ３７６

計 ８３ ２４３ ３７６

支 出
建 設 改 良 費 ９４ ６２８ ９７０
企業 憤償 還金 ２ ６０７ ７３０

jt ９７ ２３６ ７００

豪貴＊的収支額が支出額に不足する額 13. 3 ･ 円は繰越利

益刺余金80,461円，建綬改良瞶立盒8,657.000円，および当

年度分損益勘定留保資金5.255.  3円で補てんした。



卜
、
ズ

ボ
ン
、
ク
ツ
の

。
そ
ろ
い
で
約

二
万
円
な
り
。
ち
な
み
に
制
服
ま
で
持

っ
て

い
る
人
は
町
に
は
四
人
だ
け
と
か
。

「
最
初
の
う

ち
は
、
審
判
口

の
服
を

着
て
ト
コ
ト
コ
出
て

い
く
の
は
カ
ッ
コ

懇
く
て
ね
Ｉ

。
慣
れ
た
ら
ど
う
思
わ

れ
よ
う
と
気

に
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た

け
ど
…
…
…
」
。

県
大
会

や
郡
大
会
に
つ
な
が
る
献
合

や
、
職
場
対
批
、
高
校
孝
１１の
親
獰
試
合

な
ど
は
特
に
正

式
な
審
判
員
を

必
要
と

す
る
の
で
、
吟
い
。
引

っ
張
り
だ
こ
と

な
る
Ｑ

ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
は
、
八
月
か
ら
九
月

に
か
け
て
人
会
が
集
中
す
る
。
だ
か
ら

そ
の
間
の
祭
日

や
休
Ｈ
は
ほ
と
ん
ど
出

ず
っ
ぱ
り
。
「
そ
の
日
の
仕
事
の
分
ま

で
前
の
日
に
や
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

商
売
（
燃
料
店

）
を
や
っ
て
い
る
の
で

そ
の
点
融
通
が
き
き
ま
す
か
ら
」
。
そ

し
て
「
要
脯
さ
れ
れ
ば
こ
れ
か
ら
も
で

き
る
限
り
お
役
に
立

ち
た
い
」
と
協
力

を
愉
し
ま
な

い
。
ま
た
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
協
会
の
方
に
登
録
さ
れ
て

い
る
の
で
。

町

に
関
係
な

い
試
合

で
も
頼
ま
れ
て
行

く
こ
と
も
あ
る
と
か
。

「
大

き
な
試
合
は
緊
張
し
ま
す
。
ミ

ス

。
つ
も
許
さ
れ
な

い
し
、
選
手
は
カ

ッ
カ
と
な
『

で

い
る
。
何
を
蹲

わ
れ
て

も
グ
ッ
と
こ
ら
え
て
…
…
で
す
よ
。

い

つ
も
、
公
正
中
立
は
も
ち
ろ
ん
、
正
し

い
判
断
、
機

敏
な
動
作
が
で
き
る
よ
う

心
が
け
て
い
ま
す
」
と
熱
意
も
た
し
か
。

テ
レ
ビ
の
野
球
観
戦
も
自
然
と
審
判
員

の
立
場
に
な
る
と
い
う

。

お
酒

は
一
滴
も
ダ
メ
。
だ
が
「
い
ろ

ん
な
踊
が
聞
け
る
か
ら
」
と
試
合
の
反

省
会
は
道
ん
で
参
加

。
「
飲
め
な
い
こ

と
を
知
っ
て
い
る
人
は

お
酒
を
す
す
め

な

い
が
知
ら
な
い
人
は
、
そ
の
顏
で

欽

め
な

い
わ
け
が
な
い
と
ギ
リ
ギ
リ
す
す

め
ら
れ
て
も
う
苦
痛
の
み
で
す
ね
１
Ｊ

大
正
十
五
年
生
ま
れ
。
藤
田
字
南
二

歳
時
記灯

火
親
し
む
候

。
灯
火
親
し
ひ
鶫

‘
の
意
味

を
先
乍
が
聞
い
た
と
こ
ろ
「
受

験
勉
強
追

い
込
み
の

シ
ー
ズ
ン
」

と
答
え
た
中
学
生
が
い
た
と
か
。

あ
る
新
聞
の
調
査

に
よ
り
ま

す
と
、
最
近
一
年
間

に
、
Ｈ
本

人
の
読
書
｛
宵
研
、
雑
誌
｝
時

間
は
、
一
日
当
た
り
で
三
卜
八

分

か
ら
円
十
五

分
へ
と
七
分
増

加
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
に
。
国
民
令
体
と

し
て
は
読
れ‥
が
曝

ん
に
な
り
つ

つ
あ
る
一
方
で

。
受
験
生
は
テ

キ
ス
ト
と
漫
叫
だ
け
。
と

い
う

傾
向
が
ま
す
ま
す
強
ま

っ
て

い

る
よ
う
で

す
。

。
灯
火
親
Ｌ
ひ

｀
は

。
灯
ｆ

親
し
む
’
と
も
書
か
れ
ま
す
。

俳
句
の
季
題
と
し
て

は
、

お
ぽ

ろ

に
か
す
む
灯
火
は
舂
。
沿
ん

だ
さ
わ
や
か
な
夜
気
の
中
の
灯

火

は
秋
の
も
の
。
そ
し
て
灯
火

の
下
で

の
読
書
も
秋
の

ふ
ん
囲

訊
で
す
。
秋
の
涼
し
さ
と
夜
長

が
読
件
ひ

き
だ
か
ら
で
し
ょ
う
。

十
月
一
一
十
匕
日
一

十
一
月
九

日

は
『
読
書
週
間
』
で
す
。
社

川
法
人
焼
書
推
進
協
議

全
の
主

催

に
よ
る
も
の
で

、
昭
和
二
十

几
年

に
は
じ
ま
り
、
今
年

は
二

十
四
回
目

に
な
り
ま
す
。

ま

た
、
十
一
月
は
『
政
府
刊

行
物
普
及
月
間
』
で

す
。

自

書
を
は
じ
め
調
食
も
の
な

ど
、
い
わ
ゆ
る
政
府
刊
行
物
は
、

年
間
円
千
点

近
く
ら
出
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
出
版
物
は
、

全
国

八
か
所
の
政
府
刊
行
物
サ
ー
ピ

ス

ー
セ
ン
タ
ー
と
。
瓦

十
四

か

所
の

政
府
刊
行
物
サ
ー
ビ
ス
・

ス
テ

ー
ジ
Ｓ
ｌ

官
報
販
売
所
）

で

販
売
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
一

般
書
店
で
も
扱

っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
現
在
、
日
本

全

国
で
毎
日
七
十
点
以
上
も
の
新

刊
書
籍

が
発
行
さ
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。

時
節

が
ら

。
省
エ
ネ

‘
に
も

留
意
し

つ
つ
、
秋
の
夜
長
を
大

い
に
灯
火

に
親
し
ん
で

み
て
は

い
か
が
…
…

。



被害 農家 の救済 を

冷害対策本部を設置

χ
・
る
九
月
十
六
Ｈ
．
国
兇
町
冷
害
吋

策
本
郎
を
設
置
、
町
の
関
係
各
機
関
が

一
致
協
力
し
て
被
害
の
救
済
に
あ
た
る

こ
と
に
な

り
ま
し
た
．－

今
年

は
、
呶
北
地
方
の
人
ｆ
洋
沿

岸

を
中

心
に
．
夏
の
日
照
不
足
と
低
温

か

ら
戦
後
最
大
と

い
わ
れ
る
大
冷
害
に
兄

卿
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
わ
が
町
で

も
山

間
郎
を
は
じ
め
と
し
て
各
地
で
被
害
が

出

て
お
り
ま
す
．

対
策
本
部
は
、
佐
藤
町
長
を
本
部
長

と
し
、
町
役
場
、
町
議
会

、
農
業
委
員

会

、
農
協
、
農
業
改
良
推
進
員
、
展
業

共
済
組
合
の
代
き

こ
十
一
名
で
構
成
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
意
見
を
出
し
合

い
、
対
策
を
立
て
て
い
き
ま
十
．

第
一
回
会
議
は
．
九
月
こ
十
六
川
役

場
会
議
室
で
聞
か
れ
ま
し
久

佐
藤
町
長
は
「
冷
害
は
予
想
以
匕
に

ひ
ど
い
．
状
況
を
的
確
に
把
｛
は
｝
蝴

し
．
十
分
に
検
肘
を
重
ね
て
も
ら
い
た

い
」
と
あ
い
さ
イ
．

ま
た
、
指
導
す
る
測
か
ら
、
内
山
伊

達
農
業
改
良
倅
及
所
長
は
『
九
月
初
め

に
調
べ
た
と
き
よ
り
さ
ら
に
悪
く
な
っ

て
お
り
、
昭
和
こ
卜
八
犀
の
ぺ
八
％
に

近
づ
い
て
い
る

レ
　
ゆ

に
万
全

を
閣
し
て
お
り
．
十
一
月
の
臨
時
議
会

で

対

応

す

る

、

最

隍

の

努

力

と

し

て

、

適

期

刈

取

り

、

棧

も

み

の

確

傑

、

野

菜

の

蜆

隕

拡

人

の

指

導

に

全

力

を

り

く

’‐・

た

い

」

と

の

お

話

が

あ

り

ま

し

た

続

い

て

、

農

裏

共

済

糾

合

の

石

……
…
さ

ん

は

「

貨

筆

糾

介

と

野

幡

の

作

成

を

行

い

、

国

兒

町

内

で

は

約

召

が

叫

ほ

ど

の

坪

刈

り

を

や

定

し

て

い

る

．

尖

態

を

つ

か

み

、

農

民

サ

イ

ド

に
ａ

１１
．
だ

救

済

を

し

て

い

き

た

い

に

と

鵬

し

て

い

ま

し

た

会

議

は

ご
．
時

川

に

わ

た

．つ

て

凱
二

ぼ

く

鵬

し

合

い

が

行

わ

れ

、

終
ｒ

筏

、

町

内

卜

．
．
力

所

の

米

の

作

柄

４
‐‐
現

乍

、

ひ

ど

い

所

で

は

４

と

人

ど

実

を

緋
‐
八
で

い

な

い

陥

も

あ

り

ま

し

た

．

冷

害

の

ｌ

饗

ぱ

米

の

ほ

か

‥
≒

眺

、

り

ん

ご

、

气
‐
ゆ

う

り

、

ぷ

ど
・
弋

桑

な

ど

ほ

と

ん

ど

の

農

什

物

に

み

ら

れ

、

畜

．

り
の
秋
を
迎
え
て
打
撃
は
は
か
り
し
れ

ま
せ
ん
．

対
策
亟

部
と
し
て

は
、
こ
れ
か
ら
協

議
を
重
ね
て
い
く
中
で

Ｌ
被
害
の
実
態
調
査

ｉ
営

農
対
策

③
融

資
対
爾

か
資
材
の
確
保
と
吋
策

・ぶ
農
外
就
労
の
確
保
と
廿
爾

刄
救

農
上
木
吋
爾

ｙ

’そ
の
他
緊
急
を
饗
す

る
嘔
襄
｛
地
方

税
の
減
免
な
ど
・

に
っ
い
て
具
体
的
に
検
肘
を
進
め
Ｊ‐
い

さ
ら
に
．
国

と
県

に
対
し
、
冷
害
対

藁
に
関
亅
る
嬰
９

‥`
を
提
出
す
る
こ
と

を
滴
場

．
致
で
決
定
、
天

災
融
責
法
の
1

‐
1
ｒ
刈
発
旬

や
救
農
対
策
事
業

の
裏
施
な

ど
が
提
出
さ
ね
ま
’・
だ

．

予
定
納
税
の
減
額
申
請

こ
の
た
び
の
冷
害
な
ど
で
被
害
を
帶
‐。

け
ら
れ
た
展
家
の
か
た
が
た
に
つ
い
て

は
、
卜

‥
り
卜
五
日
ま
で
に
［
予
定
納

脱
額
の
減
組
申
請
寿
］
を
提
出
し
て

い

た
だ
き
ま
す
と
、
予
定
納
税
額

が
減
額

に
な
っ
た

り
、
納
付
し
な
く
て
も
済
む

よ
う
に
な
り
ま
す
。

申
請
の
手
続
等
に
つ
い
て
、

お
わ
か

り
に
な
ら
な
い
方
は
、
予
定
納
税
額
の

通
知
耆
と
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え

。
？

め
に
脱

隋
耆

。
ま
た
は
町

役
場
に
ご
相

μ

く
だ
さ
い
。

第
一
回
冷
害
対
策
会
讀

暘
穗
の
状
帖
を
見
る
内
山
改
良
魯
及
所
員

町
税
あ
れ
こ
れ

電
気
税
・
ガ
ス
税

電
気
税
お
よ
び
ガ
ス
税
は

、
電
気
ま

た
は
ガ
ス
の
使
用
者
に
対
し

て
そ
の
便

咀
地
所
在
の
市
町
村
が
課
税
す

る
も
の

で
す
。
ガ
ス
楔
は
郁
市
ガ
ス

に
限
り
課

税
さ
れ
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
に
は
課
税
さ

れ
ま
せ
ん
。

納
め
る
人

電
気
喫
を
納
め
る
人
は
電
訊
を
使
ｍ

す
る
人
で
Ｉ
．

税

率
電

訊

税

は

電

気

糾

金

に

対

し

瓦

％

で

す

が

、

．一

ヵ

目
‥
．二

千

六

百

円

以

ド

は

免

暁

に

な

り

ま

す

．

納
税
の
方
法

電
気
税
は
電
力
会
社
を
特
別
徴
収
義

摶
者
に
指
定
し
、
毎
月
竃
訊
料
金
を

集
納
す
る
と
き
に
併
せ
て
電
気
税
も

集
金
し
、
町
に
中
告
納
人
し
ま
す
。

五
卜
四
年
慶
に
町
に
納
め
ら
れ
た
電

飢
税
は
『

四
七
五
万
円
で
す
。



庁
舎
落
成
を
祝
う

町
民
憲
章
・
花
木
鳥
制
定
披
露
も

町
民
憲
章
、
花

木
鳥
制
定
お
よ
び
庁

曾
改
築
落
成
披
露
式
が
、
九
月
十
八
日

午
前
十
時
か
ら
町
民
体
育
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

式
に
は
、
町
関
係
者
、
部
落
長
な
ど

町
内
の
各
種
閣
体
の
代
表
者

、
祁
内
各

町
の
町
長
と
議
長
、
地
元
選
出
の
県
議

会
議
ｎ

な
ど
約
一
．万

人
が
出

席
、
乗
助

役
の
閃
人
の
こ
と

ば
に
統

气

佐
藤

町
長
が
［
あ
の

い

ま
わ
し
い
宮
城
県

沖

地
震

か
ら
．
．￥

が
た
ら
、

お
か
げ

さ
ま
で
？
忿
も
仗

派
に
完
成
し
ま
し

た
．．
ま
た
．
心
の

よ
り
ど
こ
ろ
と
な

る
町

瓜
憲
噺
と
笵

木
鳥
を
制
定
し
ま

し
た

、
こ
れ
か
・
６

も
町

民
と
と
も
に

町
の
発
展

に
努
力

し
て
い
き
た

い
」

と
式

辞
を
述

べ
ま

し
た
．

続
い
て
、
町
民

憲
痳

・
佗
木
鳥
制

定
委
（
Ｍ
長
で
あ
る

佐
藤

善
次
郎
氏
か

ら

、

こ

れ

ま

で

の

経

過

を

．

ま

た

．

乗

助

役

が

庁

舎

改

築

工

嘔

に

つ

い

て

そ

れ

ぞ

れ

報

笘

が

あ

り

ま

し

た
７

町

民

憲

章

と

花

木

凡

は

．

制

定

委

Ｈ

会

を

汲

け

て

昨

年

卜

．
．
り

か

ら

選

定

を

進

め

、

ア

ン

ヶ

Ｉ

ト

と

公

募

で

広

く

町

民

の

意

見

を

求

め

ま

’
』
た

．

そ

し

て

、

べ
７
年

の

．
．
．
Ｈ

の

町

議

会

で

決

定

、

花

木

ａ

は

、

最

も

多

か

り

た

も

も

、

あ

か

ま

ミ

ウ

グ

ィ

ス

に

そ

れ

ぞ

れ

決

ま

っ

た

も

の

で

Ｆ

．

人

の

席

ｈ

．

み

ご

と

的

中

さ

れ

た
ｕ

Ⅲ

部

篤

の

佐

藤

斷

．
．
さ

ん

ら

ト

ベ

に

は

町

妊

か

ら

記

念

の

畔

計

が

贈

ら

わ

ま

’
・

た
　

さ

ら

に

、

町

民

恵

孝

碑

を

冷

贈

’
Ｊ

だ

国

兄

ラ

イ

オ

ン

ズ

ク

ラ

ブ

と

、

新

斤

忿

の

ｎ

嘔

関

係

者

に

感

謝

状

が

ｆ

渡

さ

れ

ま

し

た

‘

そ

の

あ

と

、

来

賓

の

直

江

県

総

吻

部

長

、

石

幡

県

康

、

ｊ

沢

伊

達

町

村

会

畏

、

佐

藤

伊

達

地

方

議

会

議

長

会

長

か

』り

お

呪

い

の

こ

と

ば

が

あ

り

、
ｗ

野

県

議

の

狸

頭

で

乾

杯

、

町

民

憲

瞋

・

花

木

凡

制

定

．

庁

介

落

成

を

祝

い
へ
い
い

ま

し

た

．

憲
章
碑
を
除
幕

国
見
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
寄
贈

披
露
式
に
完
伉
ち
Ｉ、
卜
八
日
午
吋
八

時

か
ら
町
悶
係
古
．
国
‥｝ぷ
Ｉイ
イ
ン
ズ

ク
ラ

ブ
会
ｎ

ら
．．一
卜

人
が
出
席
し
て
町

瓜
恵
叺
碑
の
除
幕
式
を
行

い
ま
し
た
．

こ
の
碑
は
、
町
民
憲
啾
の
制
定
を
記

含
し
て
国
兄
ラ
ｆ

オ
ン
ス

ク
ラ
ブ
か
ら

寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、
役
川
の
Ｉ
面
玄

関
前

に
設
置
さ
れ
ま
し
た
．

ま
た
．
花
木
鳥
の
も
も
、
あ
か
ま
つ
、

ウ
グ
イ
ス
の
そ
つ
を
描

い
た
プ
レ
ー
ト

も
川
じ
場
所
に
立
て
ら
れ
ま
し
た
．
役

場

に
お

い
出
の
傑
は
ぜ
ひ
立
ち
寄
っ
て

ご
覧
く
だ
さ
い
．

町

民
憲
章

碑

町民 憲 章
わた･;１ た もlj ， みちの くの古舁の ほ と ’|．あり かし1!|の・II.

一山 なみを背 黷;こ．阿式哨11 1 の． 哨い 涜れに うるお う摯鵯の

地:こ注人 でい ま’Iこ

1･ たく！ たら は．【細見町民 でj, る こと:こよろこ ぴと絢 りを も

ら．心 をあ わせ て希!菱にみ ちた，生 きがい のある町り く ’1の た

め!二．町 民邇申 を定 めます．

1.あたたかく　 たすけ蜀う网をつくりましＪう

●やさしく．愛情をもってまじ1,りまｔよう

●老人や子どもをいたわり．希望をもたせましょう

●なごやかで･･ド和を、明るい家庭をりくりましょう

1.楽しく慟いて、髫かな町をつくりましょう

●創意を4,-､て.1･t亊にはげみまＬよう

●物を人切1二、工夫をこらして生活を●かにしましょう

●;二;ずましあ-jて．痙寓をさか人にしま１よう

1.１こやかで よろこぴに生きる町をつくりましょう

●健肇で．たくましいからだをつくりまＬよう

●岶望をもｰ.で．傭い心で生さましょう

●安ｔ;こ心をくぱり、災害をなくしま廴よう

1.力をあわせて．羣が羣がしい町をつくりましょう
●｢|堅を大切に．軸をそだてまＬよう

●きれ･.･で．峭liつな環境をつくりまＬよう

●礼儀を嗷Åじ．きまりを守りまＬよう

1.教胥と艾化を高め．希望にみちた黽をつくりましょう
●未釆を拓く、西い力をそだてましょう

●教育を高め、文化財や伝統を守りましょう

●教羮を深め、町土に役立つ人になりましょう



10月　神無月粐んなづき）
015 口・行政相該週間始まる
017 日・貯蓄の日

018 口・続計の日
020 日・新聞週聞始まる

021  日・婦人労働旬間始まる
024 日・国連の日

027  日・読書週間始まる

031 日・世界節約デー

11月　霜月（しもつき）

0 一 日・燈台記念日
０３日・文化の日

0 7 ﾘ ・立冬
010 日・手足の不自由な子ど

もを育てる運動
011 日・税を知る週間・世界

平和記念日

球根草花の植えごろ　春か

ら夏にかけて花壇を彩る草花
の球根ものは。これから11月

中甸までが植えごろです。庭

先やプランターに埋め込んで
おくだけでも花がつくので、
初心者向きでもあります。

タネ選びは、球がよくしま
って、重みのあるものを選ぶ

のがコツです。用土は、土質
はさほど問いませんが、水は

けをよくしてお きたいもので
す。根が深く伸びるので、庭

なら30センチ以上深く耕しま

す。肥糾は球根を一年だけで
便い捨てにするのなら必要あ

りません。植えつけの間隔は
直径の約３倍、深さは球の高

さの２倍以上にすることがコ
ツだそうです。

心配ごと相

談日
場 所 ： 役輿 二 階 梱鴣 室

1家側入凵よりお入り･Fさいl

時 間 ： ９畤 ～ 】2時

こまったことや心配ごとがあ

りましたらお気軽にご相談下さ

い。秘密は絶 対に守ります。

〔相 該 則

10月25日 く土〕曳 地 善 作

渋 谷 愛 子

11月５日（水）佐久間 岩 古

長谷川　 キ　 ン

ｎ 月15口（土〉菊 地 平 助

阿 部 キ　 ク

11月 日 ( 火）古 田 忠 吉

佐 藤 ハルヨ

町
営
住
宅
に

単
身
者
世
帯
も

九
月
定
例
町
議
会

に
お
い
て
町
営
住

宅
管
理
条
例
の
一
部
改
正
が
可
決
さ
れ
。

老
人
や
身

体
陳

書
者

に
限
り
、
単
身
者

世
帯
も
入

居
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。町

営
住
宅

は
、
町
が
管
理
し
、
住
宅

に
困
っ
て

い
る
低
額
所
得
者
に
安

い
質

金

で
貸
す
住
宅
で
、
わ
が
町
で
は
昭
和

一
こ
十
一
年
か
ら
潭
木
山
な
ど
に
建
設
、

現

在
二
百
十
七
戸
、
六
百
八
十
人
が
人

居
し
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
対
象
が
二
人
以
ｋ

の
響
通

匱
帯
に
隕
ら
れ
て
お
り
、
一
人
世
帯
は

入
居
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
平
均

舟
命
の
伸
び
と
全

国

的
な
核
章
族
化

に
伴
う
単
身
世
帯
の

増
加
な
ど
か
ら
、
一
定
の
制
限
つ
き
な

が
ら
も
単
身
世
帯

に
も
貸
与
す
る
こ

と

が
政
令
で
定
ま
っ
た
も
の
で
、
こ

の
ほ

ど
の
町
条
例
の

改
正

と
な
っ
た
も
の
で

す
。単

身
入
居
の
対
象
者
は
次
の
と
お
り

で
す
が
、
常
時
看
護
の

必
要
が
な
い
方

に
限
ら
れ
ま
す
。

印
男

子
六
〇
歳

、
女
子
五
〇
歳
以
上

の

方
。

②
身
体
陣
害
者

福
祉
法

に
定
め
ら
れ
て

い
る
一
級
か
ら
四
級
ま
で
の
方
。

劭
戦

偶
病
者
特
別
援
護
法

に
よ
る
戦
傷

病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

。

④
原

子
爆
弾
被
爆
癶

⑤
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
方
。

埀
一
’

外
か
ら
の
引
揚
者
で
。
引
き
揚

げ

た
日
か
ら
紅
年
を
経
過
し
て
い
な
い

方
。

そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
役
川

建
般

課
（

き
2
1
1
1

有
４
‐
６
２

）
に
お

問

い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

お
知
ら
せ

こ
れ
は
大
物

こ
ん
ど
はジ

ャ
ン
ボ
マ
ツ
タ
ケ

今
年
の
異
常
気
取
の
た
め
か
、
国
井

邦
栄
さ
ん
（
駅
加
）
が
手
に
持
っ
て
い

る
の
は
な
ん
と
大
人
の
手
首
以
上
の
太

さ
の
あ
る
ジ
ャ
ン
ボ
マ
ツ
タ
ケ
、
長
さ

大
さ
も
十
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
重
さ
四

百
グ
ラ
ム
で
、
ま
だ
笠
の
閧
か
な
い
食

べ
ご
ろ
の
も
の
。
大
工

仕
事
の
昼
休
み

ち
ょ
い
と
出
掛
け
て
大
収
穫
。
衂
年
四

」ｒ

本
以
ｈ

も
取
る
マ
ツ
タ
ケ
狩
の

ベ
テ

ラ
ン
に
し
て
も
こ
れ
は
ど
の
も
の
は
初

め
て
と
か
。
場
所
は
亊
の
性
穴
上
秘
で

あ
る
。
こ
の
高
値
の
花
、
杓
五
十
人
分

の

マ
ツ
タ
ケ
ご
飯
が
で
き
る
と
か
だ
が
、

も
っ
と
豪
勢
に
、
仲
間
と
熱
燗
｛

あ
つ

か
ん

｝
に
入
れ
て
飲
む
マ
ツ
タ
ケ
酒

に

化
す
連
命
に
あ
る
。
さ
て
、
こ
の
仲
間

に
は

い
る
幸
運
は
ど
な
た
に
。

十

月

の

健

康

す
が
す
が
し
い
季
節

に
な
り
ま
し
た

か
ら
だ
を
釣
か
す
に
は
。
も
っ
て
こ

い

で
す
。
別
に
ど
こ

が
悪

い
と
言
う
こ

と

で
は
な
く
、
腰

痛
、
軻
こ
り
、
息
ぎ
れ
、

ど
う
き
等
を
訴
え
る
人
が
多

い
よ
う
で

す
。
こ
れ
は
運
助
不
足
の
た
め
と
思

わ

れ
ま
す
。
し
か
し
だ
れ
も
が
同
じ
運
助

を
同
じ
よ
う
に
し
た
の
で
は
、
か
え
っ

て
健

康
を
害
し
か
ね
ま
せ
ん

。
自
分
の

体
力

に
合
っ
た
量
と
質
の
運
助
を
行

い

た
い
も
の
で
す
。
適
度
の
運
助

と
い
う

の
は
。
汗
を
か

い
て
脈
拍
数
が
ｍ

’
1
1
3
0

恥

く
ら
い
に
な
る
の
が
目
や
す
だ
と

い

う
こ
と
で
す
。
だ
れ
に
で

も
実
行
し
や

す
い
の
が
「
歩
く
」
こ
と
で
は
な

い
か

と
思

い
ま
す
。
歩
く
こ
と
は
、
全
身
運

動
で
す
し
、
足
の
筋
肉
が
ポ
ン
プ
の
働

き
を
し
ま
す
。
毎
日

釦
分
く
ら
い
歩
く

よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
（
保
健
課
）

健康相談日のお知らせ

※お気軽にご 利用下さい。

（担当　 保健婦 ）

と　 き　11 月７日（金 ）

11月21日（金 ）

午後1  時 30 ･分 ～

午後3  時 30分

ところ　 役場二階保健室



町
長
選
挙

投
票
日
は
十
一
月
十
六
日
（
日
）

任
期
満
了
に
伴
う
国
見
町
長
選
挙
は

十
一
月
九
日
告
示
さ
れ
、
十

一
月
十
六

日
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

【
】
立
候
補
予
定
者
説
明
会

立
候

補
予
定
者
の
脱
明
会

を
十
月
二

十
三
日
（
木

）
午
後
一
時
三

十
分
よ
り
、

役
場
会
鳩
室
で
行
い
ま
す

。

【
Ｗ
″一
票
時
聞

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で

Ｑ

裂
票
で
き
る
人

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
者

で
、

昭
和
三

十
五
年
1
.
一
月
十
七
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
古

昭
和
五

十
五
年
八
月
四

日
ま
で
に
転

入
屈
を
し
た
古

不
在
者

投
事

●
投
票

当
日
、
仕
事
の
都
合

や
病
気
、

出
産
、
団
体

旅
行
な
ど
で
投
票
で

き

な
い
方

十
一
月
九
日

か
ら
十
一
月
十
五

日
ま

で
。
（
土
、
日
曜
日
で
も
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す

）

吟
間
は
、
毎
日
八
時
ご一
十
分
か
ら
午

債
五
時
ま
で

。
町
役
場
内
選
挙
管
理

委
員
会

で
。

人
ロ
ク
イ
ズ

し
め
切
り
ま
し
た

発
表
は
来
年
一
月
号
で

国
勢
調
査
人
ロ
ク
イ
ズ
に
ご
応
募
く

だ
さ
い
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
全
部
で
九
十
五
人
か
ら
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

国
勢
綢
査
は
十
月
一
日
現
在
を
も
っ

て
順
調
に
行
わ
れ
、
た
だ
い
ま
町
で
審

責
中
で
す
。

こ
の
結
果
は
十
二
月
末
、
総
理
府
統

計
局
か
ら
発
表
さ
れ
ま
す
の
で
、
当
選

者
は
来
年
一
月
号
の
広
報
「
く
に
み
」

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し

み
に
。

職
安
の
求
人
案
内
が

役
場
に
あ
り
ま
す

福
島
公
共
職
業
安
定
所
か
ら
の
救
人

情
報
が
役
場
の
町
民
ホ
ー
ル

に
置

い
て

あ
り
ま
す
。
職
安
ま
で
行
か
な
く
て
も

一
目

で
わ

か
り
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
ご

覧
く
だ
さ

い
。

な
お
、
福
鳥
職
安
で
は
『
テ

レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス
｛

○
二
四
五
1
3
5
－

○
一
四

六

｝
」
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

10/1～

12/3

1

共同募金運動展開中

編
集
日
記

〇
国

勢
調
査
に
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
全
飼
査
区
無
事
綿
り

。

現
在

、
総
力
を
挙
げ
て
審
査
中
で
す
。

全
戸

も
れ

な
く
調
査
し
た
つ
も
り
で
す

が
、
も
し
調
査
員
が
同
わ
な
か
っ
た
家

庭
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
至
急
。
企
画
課

ま
で

ご
漣
絡
く
だ
さ

い
。

○
先
月
、
た

い
へ
ん
う
れ
し
い
こ
と
が

あ
り

ま
し
た
。
「
あ
の
人
こ
の
人
」
の

欄
で
宰
庭
奉
仕
貝
の
小
」幡
コ
ト

さ
ん
を

紹
介
し
ま
し
た
が
、
そ

の
後

”広
報
く

に
み
を
兄
た
一
人

“
と
い
う
と
く
名
の

方

か
ら
「
元
気
で
が
ん

ぱ
っ
て
ほ
し

い
」

と
一
万
円
の
寄
付

が
あ
り
ま
し
た
。
さ

っ
そ
く
町
長
か
ら
小
幡

さ
ん

に
手
渡
さ

れ
ま
し
た
が
、
小
幡

さ
ん
は
「
本
当
に

あ
り
が
た
い
こ

と
で
す

。
こ
れ
か
ら
も

で
き
る
限
り
尽

く
し
て

い
き
ま
す
」
と

感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

○
九
月

も
半
ば
を
過

ぎ
て

か
ら
ず
っ
と

秋
晴
が
続
い
て

い
ま
す

。
が
、
冷
害
を

受
け
た
農
作
物

に
と
っ
て
は
あ
と
の
ま

つ
り
。
こ
の
晴
天

が
、
八
月
中
に
せ
め

て
一
週
間
続
い
て
い
て
く
れ
た
ら
と
思

わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

戸籍の窓口
（９月受 付分）

出 生お めでとうござ います

保 謾 者　　　子の名　　　部 落

斎藤　文男　 裕 幸　 泉　 下

佐藤 辰雄　 桧 理　 宮 町 南

野村　安夫　 尚　子　 板　 橋

斎藤　 正康　　 崇　　 石母田西

本多　道孝　 清 孝　 徳 江 北

長沢 厚志　　 学　　 板　 橋

熊坂　 弘　　 香　　 太 田 川

中村　政一--　政　人　 山崎小舘

佐野 武光　 真由美　 第　 八

松涌 次雄　 佳奈子　 第　　ミ

菊池 勝雄　　なぎさ　　山　 眼

洩野　 守　 知 子　 山 崎 北

佐藤　喜平　 健 治　 石毋田表

松田　岩夫　 香奈子　 只　　田

武田　正三　 吉　正　 貝　 田

志村　嫌一　 朋　筒　 高　 城

ご 結婚おめでとうござ いま す

氏　 名　　　　　　 部落（前住所）

安 彦 清 一　　　　 山 崎 北

篠 原 洋 子　　　 福 島 市

おくや み申し 上げます

氏　名　　　 ￥齢　　部 落
佐 藤 ス ヘ　76　 泉田 上

佐 竹 泉 治　71　 宮 町 南

大　沼　酉　治　83　 貝　 田

佐　藤　ヨ　子　57　 石毋田表

菊 池　ナッイ　　80　山　 根

村　上　キヌ子　S2　 山　 根

佐　藤 寅 泊　77　 第　 四



公
民
館
だ
よ
り

国見町公民館

電

話

喰２６ワ６

4 1 5 6

乳

幼

児

学

級

を

開

設

保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て

孔
幼
児
を
お
持
ち
の
お
母
さ
ん
を
対

象
に
し
た
公
民
館
の
簡
し
い
学
級
、
孔

幼
兜
幸
繊
が
九
月
ニ
ト
四
日
開
設
し
ま

し
た
。

現
代
社
会
の
中
で
家
庭
教
育
の
必
要

性
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
と

く
に
孔
幼
児
期
は
人
格
形
成
の
上
で
人

き
な
ウ
エ
ー
ト
を
占
め
る
と
い
わ
れ
て

お
り
ま
す

。

こ
の
大
切
な
時
期
に
最
ｔ
多
く
か
か

わ
る
お
母

さ
人

に
封
し
、
し
つ
け
や
親

子
関
係
の
あ
り
方
、
そ
し
て
お
母

さ
ん

自
身
を
鳥
め
て

い
く
た
め
に
、
こ
の
孔

幼
児

幸
糾
の
叭
だ
Ｉ

役
削
は
人

き
い
と

い
え

る
で
！
―
・
ｊ
・
。

開

設
式
に
は
、
人
級
を
希
望
さ
わ
た

．
．卜
．Ｅａ
名
の
む
毋

さ
ん
力

か
出
席
し
ま

し
た
．、
あ
い
さ
つ
の
中
で
遠
藤
教
育
妓

は
「
も
っ
と
？

く
開
設
十
べ
き
だ
こ

た

が
凖
備
に
手
間
ど
り
￥

度
途
中

に
な
っ

て
し
ま

Ｊ
た
．－『

孔
幼
児
教
宵
は
人
間
教

育
の
原
点
で

あ
る
．．
短
川

閥
で

は
あ
る

か
、
母
親
同
志
の

悩
み
や
問
題
を
話
し

介

い
、
学
習
―
λ
７

で
よ
り
多

く
の
こ

と
を
幸
ん
で

糺
ら

い
た

い
］
と
語

り
ま

し
た
『

ま
た
、
来
賓
の
佐
藤
町
長
も
「
介
叭

の
健
や
か
な
成
長
と
よ
り
良
き
家

庭
を

つ
く
る
た
め
に
勉
強
し
ご
ほ
し
い
」
と

の
話
が
あ
り
ま
し
た
．

そ
の
巉
第

．
回

の
学
習
に
入
り
、
開

設
記
念
講
演
と
’
』
ご
、
禍
島
な
ｆ
Ｍ

閧

人
学
教
授
の
皿

辺

当
　
訳

か
ら

Ｉ
．．

歳
児
の
家
叭
一
教
町
の
あ
り
万
い
に
っ
い

气

共
体
的
な
洌
夕
。ｎ

り
ま
ぜ
な

が
ら

の
斤
意
義
な

お
話

が
あ
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
幸
級
を
開
設
す
る

に
あ
た
り
、
お
母
さ
ん
の
学
Ｍ
時

に
は

裨
意
の
ボ
ーソ
ン
テ
イ
ア
の
み
な
さ
ん
に

孔
幼
児
の
伐
町

を
受
け
持

。つ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
泣
く
ｆ

を
あ
や
し
、

け
が
の

な
い
よ
う
気

を
つ
け
な
が
ら
の

保
育

は
た

い
へ
ん
な
苦
労
で
す

が
、
こ

れ

ら
の
力
々
の
淬
忿

に
支
え

ら
れ

。
お

毋
さ
ん
万

は
安
心
し
て
学
習
‥
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
Ｉ

ボ
ラ
ン
テ
ｆ

ア
の
み
な
さ
ん
、
ご
く
ろ
う

き
ま
で
す
。。

《

お

願

い

》

い
ら
な
く
な
っ
た

オ

モ

チ

ｔ

は

あ

り

ま

せ

ん

か

あ
な
た
の
ｉ

に
必
ｔ

な
く
な
・－
た
４

モ
ザ

、
は
あ
り
ま
せ
人
か
・

乳
幼
児
字
級
で

お
母

さ
ん
が
勉
強
中
、

遊
ん
で
待
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
オ

モ
チ
ャ
が
足
り

ま
せ
ん
。

不
嬰

な
オ
モ
チ
ャ
や
避
具
が
あ
れ
ば

ぜ
ひ
公
民
館

に
ご
寄
付
を
お
願
い
し
ま

す
。

国 見 町 文 化 祭

総合展示会………叭ご％

(町民体脅館)

芸能発表会　11月９日(日)

(公民館大ホ ール)

みなさんおさそい合わせの上おいで下さい

あ
つ
か
し
俳
句
会

昭

和
．Ｅａ
卜
．た
弔

叱

冂
Ｉ
ト

匕

目

友
逎
ｊ

り
皀
ｔ
‥‐ま
た
追
は
ん
荻
の
心
　
　

奥
山

叩
．
．

停
崎
添
え

こ
無
川

に
淇

い
け
り
　
　
　
　

呶
葎
眞
鵬
楼

冷
レ
‥の
陥
川
に撫
で
川
る
巳
兒
の
衆
　
　
　

仙
川
　

．
陽

乍
叩

力
西
訛

か
哇
八
の
ｙ

り
そ
・
’

な
　
　

野
り
た
か
’・

川
武
ぶ

に
川
ｙ
ｒ

か
か
れ
る
阯
出
水
　
　

叺
を

庄
俳

む
荼
席

に
介
り
満
‘い．た
り
貨
も
叩
　
　
　

川
葎

廂
陌

七
廴
蠑

い
た
わ
り
ぺ
日・
ｉ
‐二

づ
れ
さ
叫・
　

涓
川
　

な
山

凵
べ
″
杳
々
川
心
川
な
り
独
り
．心
　
　
　
　

陛
久
問
山
り

唐
で

Ｌ
Ｉ
さ
れ
尺
‘哨
ａ

し
々

’
　
　
　

奥
山
　

巾
川

‐
曼
珠
沙
華
野
辺
の
地
蔵
の
ほ
ほ
笑
み
ｎ
　

小
野
寺
篤
水

ひ
と
と
き
の
巾

に
門
潸
る
秋
海
棠
　
　
　

阿
郎

亭
司

廴
う
遠
’
、逝

か
ね
’
心

や
ひ
が
人
陀
　
　

阿
部
し
け
４

‘’

陝
晴
や
遠
出
の

へ
々
ａ

今
1
1
も
踏
し
　
　

作
４

閥
陲

赤
と
ん
ぼ
陌

に
じ

。
―
。日
印
か
な
　
　
　

渋
谷

良

拓
咀
よ
り
湯
河
り
か
卜
て
苟
内
佗
　
　
　

鳥
鳴

涌
水

盃
を
嘸
り

に
献
じ
じ
わ
り
酌
む
　
　
　
　

刈
賀

え

い

み
九
内
’

、の

ご
な
‘『よ
￥
り
伐
八
小
の

灯
　

赤
閧
は
る
。卜

赤
飯
を
ウ
ト
め
に
坎
べ
て
敬
老
凵
　
　
　

角
………

昭
．Ｐ

圦

荷
汗

こ
ろ
り
と
名
り
忘
れ
‥
‥
り
　
　
　

鈴
な

や
ｆ

尾
佗
の
み
謡
け
て
あ
り
け
り
駐
在
所
　
　

鳥
鳴

仙
。！

枝
。７
４
‐一
世

い
で
打
ｒ
。晦
川

か
な
　
　
　
　

原
田

朏
μ

雨
の
巾

ど
二
に
ひ
そ
も
や
虫
１

だ
く
　
　

仙
川

鳥
枝

熱
心
に
学
爾
す
る
お
母
さ
ん

ボ
ク
た
ち
仲
よ
く
待
っ
て
い
る
ヨ
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